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力のこもった子どもたちの好取り組み

横綱・久間幸海くん

横綱・濱口天翔くん

食
中
毒
注
意
報
発
令

県
県
民
生
活
部

４
、１
２
２
人
が

盆
の
期
間
に
入
館

一
支
国
博
物
館

恐
喝
の
疑
い
で

男
を
逮
捕
、
壱
岐
署

勝
本
町
で
死
亡
事
故

婚
活
イ
ベ
ン
ト
情
報
メ
ー
ル
で
提
供

市
が
登
録
フ
ォ
ー
ム
を
開
設

東
ア
ジ
ア
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

古事記をもとに創作劇
22 日、文化ホールで上演

文
化
ホ
ー
ル
で
11
日

臨
時
総
会

市
観
光
協
会

好評だったミュージアムコンサート

リハーサルで、黄泉（よみ）の国でイザナミと出会ったイザナギ

団体戦に２７４人が出場
大人顔負けの取り組みに歓声
第 15回一支國幼児相撲大会

　
本
市
の
島
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
た
一

支
國
幼
児
相
撲
大
会
（
同
大
会

実
行
委
員
会
主
催
）
が
１
日
、

芦
辺
町
、
離
島
セ
ン
タ
ー
横
の

全
天
候
型
多
目
的
施
設
に
特
設

の
土
俵
を
作
り
行
わ
れ
た
。

　
今
年
で
15
回
目
目
の
今
大
会

に
は
、
市
内
の
各
幼
稚
（
保
育
）

園
と
第
１
回
大
会
か
ら
毎
年
出

場
し
て
い
る
福
岡
市
の
壱
岐
団

地
、
め
ぐ
み
保
育
園
を
含
め
19

園
（
所
）
か
ら
、
団
体
戦
に
は

51
チ
ー
ム
２
７
４
人
が
出
場
、

個
人
戦
に
は
５
歳
児
ク
ラ
ス
に

50
人
、
４
歳
児
ク
ラ
ス
に
33
人

の
ち
び
っ
こ
力
士
が
出
場
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
家
族
や
大

勢
の
見
物
客
が
会
場
を
埋
め
る

中
、
午
前
中
に
個
人
戦
、
午
後

か
ら
団
体
戦
が
、
ど
ち
ら
も
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
、
ち

び
っ
こ
力
士
た
ち
は
特
設
の
土

俵
で
、
大
人
顔
負
け
の
取
り
組

み
を
見
せ
、
力
の
こ
も
っ
た
大

一
番
に
は
大
き
な
歓
声
が
会
場

い
っ
ぱ
い
に
響
い
た
。

　
個
人
戦
の
５
歳
児
ク
ラ
ス
は

郷
ノ
浦
幼
稚
園
の
久
間
幸
海
く

ん
が
優
勝
し
て
連
覇
を
達
成
し

て
第
12
代
横
綱
に
と
な
っ
た
。

準
優
勝
は
同
園
・
目
良
悠
眞
く

ん
、
３
位
・
霞
翠
幼
稚
園
、
中

田
悠
太
く
ん
。
４
歳
児
ク
ラ
ス

は
石
田
保
育
所
の
濵
口
天
彰
君

が
優
勝
し
て
第
６
代
横
綱
と

な
っ
た
。
準
優
勝
は
石
田
保
育

所
・
山
本
大
貴
く
ん
、
３
位
・

瀬
戸
幼
稚
園
、
山
田
大
翔
く

ん
。

　
一
方
、
団
体
戦
は
郷
ノ
浦
幼

稚
園
の
「
郷
ノ
浦
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ

も
っ
ち
ー
フ
ァ
イ
ブ
」
が
決
勝

戦
で
霞
翠
幼
稚
園
の
「
か
す
い

ケ
ル
デ
ィ
オ
を
３
―
２
で
破
り

優
勝
し
た
。
３
位
・
郷
ノ
浦
幼

稚
園
「
郷
ノ
浦
ワ
ン
ピ
ー
ス
」。

　
優
勝
監
督
の
久
間
省
吾
さ
ん

は
「
み
ん
な
は
練
習
の
時
よ
り

い
い
勝
負
が
で
き
た
。
よ
く
頑

張
っ
た
。
今
日
が
1
番
」
な
ど

と
話
し
た
。

　
第
１
回
大
会
で
実
行
委
員

長
を
務
め
た
（株）
こ
こ
ろ
い
き
・

篠
崎
修
社
長
（
72
）
は
「
大

会
の
成
長
を
と
て
も
嬉
し
く

思
っ
て
い
る
。
最
近
の
大
相

撲
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
取
り

組
み
は
面
白
い
。
子
ど
も
た

ち
は
相
撲
に
よ
り
礼
儀
や
相

手
に
対
す
る
思
い
や
り
な
ど

が
培
わ
れ
る
。
是
非
、
長
く

続
け
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
感

想
を
話
し
た
。

　
壱
岐
市
は
こ
の
ほ
ど
、
男
女

交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
提

供
を
メ
ー
ル
で
始
め
、
メ
ー
ル

の
受
け
取
り
を
申
し
込
む
登
録

フ
ォ
ー
ム
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

に
開
設
し
た
。

　
市
が
今
後
実
施
す
る
婚
活

イ
ベ
ン
ト
「
イ
キ
イ
キ
お
結

び
大
作
戦
！
」
の
一
環
で
、

登
録
対
象
者
は
市
内
在
住
の

独
身
男
女
（
20
～
50
歳
代
）

と
市
外
在
住
の
独
身
女
性
。

い
ず
れ
も
そ
の
親
も
登
録
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　
登
録
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
の
「
く
ら
し
・
環
境
」
→
「
縁

結
び
」
→
「
イ
キ
イ
キ
お
結
び

大
作
戦
！
」
か
ら
で
き
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、
年
齢
、
性
別
な

ど
を
入
力
す
る
。
メ
ー
ル
で
情

報
を
受
け
て
も
イ
ベ
ン
ト
参
加

の
可
否
は
自
由
。

　
同
課
は
年
度
内
に
２
～
３

回
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る

方
針
。

　
問
い
合
わ
せ
は
市
政
策
企
画

課
（
電
話
０
９
２
０
―
48
―

１
１
１
１
）
へ
。

　
古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
と
銘
打
ち
、
古
事

記
を
も
と
に
こ
の
世
の
始
ま
り

か
ら
、
三
貴
子
（
ア
マ
テ
ラ

ス
・
ツ
キ
ヨ
ミ
・
ス
サ
ノ
ウ
）

の
誕
生
ま
で
を
描
い
た
創
作
劇

「
神
々
が
宿
る
島
・
壱
岐
　
響

き
合
う
魂
た
ち
」
の
公
演
（
同

実
行
委
員
会
主

催
）
が
22
日
午

後
１
時
半
（
開

演
）
か
ら
、
郷

ノ
浦
町
、
文
化

ホ

ー

ル
・

大

ホ
ー
ル
で
開
か

れ
る
。

　
「
響
き
合
う

魂
た
ち
」
は
、

書
道
家
・
小
林

芙
蓉
さ
ん
が
、

「
天
比
登
都
柱

（
あ
め
の
ひ
と

つ
ば
し
ら
）」

と
呼
ば
れ
た
壱

岐
を
描
く
「
筆

が
描
く
古
事

記
」
に
、
勝
本

町
の
和
太
鼓
演

奏
グ
ル
ー
プ
・

風
舞
組
も
加

わ
っ
て
あ
り
、

次
い
で
大
村
市
を
中
心
に
活
躍

す
る
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
百
花
繚

乱
」
が
踊
り
な
が
ら
国
づ
く
り

神
話
や
祭
り
の
原
点
を
、
神
々

に
な
っ
て
体
全
体
で
表
現
す
る

「
神
（
か
む
）
集
い
」。

　
続
い
て
「
古
事
記
神
代
も
の

が
た
り
」
「
こ
ぉ
ろ
こ
ぉ
ろ
」

が
、
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
に
画

家
・
マ
ー
ク
エ
ス
テ
ル
さ
ん
が

描
い
た
古
事
記
の
世
界
が
映
し

だ
さ
れ
る
中
、
女
優
・
柴
田
美

保
子
さ
ん
の
語
り
、
舞
踊
家
・

浅
野
瑞
穂
さ
ん
が
舞
う
天
界
の

舞
い
、
一
支
国
座
、
風
舞
組
、

百
花
繚
乱
も
登
場
し
て
、
感
動

の
ス
テ
ー
ジ
が
創
り
出
さ
れ

る
。

　
こ
の
創
作
劇
の
リ
ハ
ー
サ
ル

が
１
日
に
行
わ
れ
た
。
脚
本
、

構
成
。
市
川
愉
実
子
さ
ん
、
総

合
演
出
・
松
崎
光
保
さ
ん
、
企
画
、

演
技
指
導
・
高
谷
信
之
さ
ん
。

　
入
場
券
は
前
売
り
１
５
０
０

円
、
当
日
１
８
０
０
円
。
中

学
生
以
下
無
料
。
問
い
合
わ

せ
な
ど
実
行
委
員
会
（
電
話

０
９
２
０
―
43
―
０
７
５
５
）

へ
。
市
民
多
く
の
鑑
賞
が
呼
び

か
け
ら
れ
て
い
る
。

＊
関
連
記
事
４
面
に
掲
載
。

　
市
観
光
協
会
（
長
嶋
立
身
会

長
）
は
11
日
午
後
２
時
か
ら
、

郷
ノ
浦
町
、
文
化
ホ
ー
ル
・
中

ホ
ー
ル
で
、
臨
時
総
会
を
開
く

こ
と
に
な
っ
た
。

　
総
会
で
は
、
①
同
協
会
規
約

の
改
正
（
案
）
の
承
認
を
求
め

る
件
＝
市
観
光
振
興
計
画
に
基

づ
く
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
化
に
伴
う

住
所
変
更
＝
②
同
振
興
計
画
に

伴
う
観
光
関
係
組
織
の
一
本
化

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
―

の
２
議
案
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

　
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
主

催
の
本
年
度
・
東
ア
ジ
ア
国
際

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
倭
と
韓

　
弥
生
時
代
の
こ
こ
ろ
の
交
流

～
原
の
辻
遺
跡
と
新
昌
洞
遺
跡

～
」
が
10
月
27
日
午
後
１
時
か

ら
４
時
半
ま
で
、
芦
辺
町
、
一

支
国
博
物
館
・
多
目
的
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
る
。

　
本
県
は
大
陸
・
半
島
に
近
い

地
理
的
特
性
に
よ
り
、
古
来
よ

り
交
流
の
要
衝
と
し
て
独
特
の

文
化
を
育
ん
で
き
た
。
そ
の
歴

史
的
背
景
を
踏
ま
え
、
今
回
の

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
原
の

辻
遺
跡
と
新
昌
洞
遺
跡
の
最
新

の
発
掘
成
果
に
基
づ
き
、
東
ア

ジ
ア
の
精
神
文
化
の
交
流
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

か
れ
る
。

　
当
日
は
、
第
１
部
が
午
後
１

時
10
分
か
ら
40
分
間
、
熊
本

大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ
ー
・
大
坪
志
子
氏
の
「
弥
生

時
代
の
東
ア
ジ
ア
の
精
神
文

化
」
発
表
が
あ
り
、
第
２
部
は

「
壱
岐
・
原
の
辻
遺
跡
と
韓
国
・

新
昌
洞
遺
跡
の
精
神
文
化
」
と

し
て
80
分
間
、
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
・
東
ア
ジ
ア
考
古
学

研
究
室
の
安
楽
勉
室
長
が
原
の

辻
遺
跡
の
精
神
文
化
、
韓
国
・

光
州
博
物
館
の
金
東
完
学
芸
研

究
士
が
新
昌
洞
遺
跡
の
精
神
文

化
に
つ
い
て
話
す
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
第
３
部
は
同
３
時
20
分
か
ら

1
時
間
10
分
予
定
さ
れ
て
い

る
。
参
加
は
無
料
で
多
く
の
受

講
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　
県
県
民
生
活
部
は
先
月
30
日

午
前
11
時
か
ら
48
時
間
、
県
内

全
域
に
今
年
２
回
目
の
食
中
毒

注
意
報
を
発
令
し
た
。

　
同
生
活
部
に
よ
る
と
、
８
月

に
入
り
全
国
的
に
食
中
毒
事
件

が
相
次
い
で
お
り
、
県
内
で
も

家
庭
で
食
中
毒
が
発
生
し
て
お

り
、
高
温
・
多
湿
の
夏
期
は
、

食
中
毒
菌
が
非
常
に
増
え
や
す

い
た
め
、
県
民
に
「
食
中
毒
菌

を
▼
付
け
な
い
▼
増
や
さ
な
い

▼
や
っ
つ
け
る
」
の
予
防
３
原

則
の
徹
底
で
、
食
中
毒
予
防
を

訴
え
て
い
る
。

　
8
月
29
日
午
後
６
時
45
分

頃
、
勝
本
町
、
農
業
、
中
田
和

子
容
疑
者
（
64
）
は
、
自
宅
敷

地
内
で
軽
自
動
車
を
バ
ッ
ク
さ

せ
て
い
た
際
、
後
方
に
座
っ
て

い
た
中
田
ユ
キ
枝
さ
ん
（
89
）

に
衝
突
し
た
。

　
壱
岐
署
の
調
べ
に
よ
る
と
、

中
田
ユ
キ
枝
さ
ん
は
病
院
へ
搬

送
さ
れ
た
が
死
亡
し
た
。
事
故

の
原
因
な
ど
調
査
中
。

　
壱
岐
署
は
８
月
28
日
午
前
10

時
35
分
、
芦
辺
町
諸
吉
本
村
触
、

重
井
勝
則
容
疑
者
（
47
）
を
、

恐
喝
の
疑
い
で
逮
捕
し
た
。

　
同
署
の
調
べ
よ
る
と
、
重
井
容

疑
者
は
、
７
月
５
日
午
前
９
時
20

分
頃
、
同
容
疑
者
宅
で
、
家
族
が

受
け
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関

し
て
、
市
内
の
団
体
職
員
Ａ
男
さ

ん
（
51
）
と
Ｂ
子
さ
ん
（
63
）
に

因
縁
を
つ
け
、
「
誠
意
を
見
せ
ろ
」

な
ど
と
脅
迫
し
現
金
10
万
円
を
脅

し
取
っ
た
疑
い
。

　
こ
の
件
は
、
被
害
者
か
ら
の

届
け
出
を
受
け
て
捜
査
し
逮
捕

し
た
。

　
芦
辺
町
、
一
支
国
博
物
館
の

8
月
末
日
現
在
の
入
館
者
状
況

が
ま
と
ま
っ
た
。

　
ま
と
め
に
よ
る
と
、
平
成

22
年
３
月
14
日
の
オ
ー
プ
ン

以
来
、
同
日
現
在
の
入
館
者

の
総
数
は
30
万
３
、
０
９
６

人
。
今
年
の
総
入
館
者
数
は

５
万
５
、
１
６
９
人
（
対
前
年

比
99
％
）、
最
大
入
館
者
数
は

５
月
４
日
の
１
、
１
３
３
人
で

最
も
低
か
っ
た
の
は
４
月
13
日

の
92
人
で
、
１
日
平
均
４
０
０

人
と
な
っ
て
い
る
。
常
設
展

入
館
者
数
は
３
万
２
、
０
６
９

人
（
対
前
年
比
95
・
５
％
）

で
、
有
料
入
館
者
数
は
３
万
９

人
（
同
98
・
１
％
）
と
な
っ

て
お
り
、
来
館
者
（
常
設
展
）

の
区
分
は
、
市
内
が
17
％
で

５
、
５
２
２
人
、
市
外
83
％
・

２
万
６
、
５
４
７
人
で
、
圧
倒

的
に
市
外
か
ら
の
来
館
者
と

な
っ
て
い
る
。
年
間
パ
ス
ポ
ー

ト
利
用
者
は
５
２
１
人
。

　
８
月
の
実
績
は
１
万
４
、
２
４
５

人
、
最
大
１
、
１
２
４
人
（
14

日
）
、
最
少
は
２
０
５
人
（
31

日
）
で
、
１
日
平
均
４
５
９
人
、

常
設
展
に
は
８
、
０
３
９
人
が

来
場
、
市
内
か
ら
１
、
６
８
０

人
（
21
％
）
、
市
外
か
ら
６
、

３
５
９
人
（
79
％
）
。
有
料
入

館
者
は
７
、
１
９
１
人
。
パ
ス

ポ
ー
ト
利
用
者
は
１
０
９
人
、
10

日
か
ら
15
日
ま
で
の
盆
の
期
間
中

は
４
、
１
２
２
人
の
入
館
が
あ
っ

た
。


